
低

高 家族で決めた避難場所 家族で決めた連絡方法

家族の連絡先

家族の名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

連絡先（会社・学校）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

携帯電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

家族の名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

連絡先（会社・学校）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

携帯電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

家族の名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

連絡先（会社・学校）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

防災情報　・・・・・・・・・・・・・ 気象情報・地震情報など 携帯電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

防犯情報　・・・・・・・・・・・・・ 詐欺などに関する警戒など 家族の名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

その他緊急情報　・・・・・・・ 行方不明者の情報提供など 連絡先（会社・学校）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

携帯電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 　長野県では、豪雨時や地震発生時に備え管理者が安全に
ため池の状況を把握できるように県内一部のため池に機器の
設置をしています。パソコン（長野県ため池監視システムで検
索）や右のQRコードから確認できます。

お問い合わせ　企画部　広報広聴課　62-3075

　 大地震が発生すると、ため池の堤防は異常な力を受け
て亀裂や沈下が発生し、堤防の強度が低下するため決壊
の危険性があります。

佐久市情報配信サービス　 「 さ く ネッ ト 」

防災・ 防犯・ 気象情報などを
電話・ Ｆ Ａ Ｘ ・ メ ールで配信し ます。

佐久市では、市内の防災・防犯・気象情報を電話（固定・携帯）、ＦＡ
Ｘ、メール（携帯・パソコン・スマートフォンアプリ）にお届けしていま
す。いざというときの備えにご活用下さい。

配信する内容

長野県ため池監視システム  

大雨のと き ・1時間雨量 100mmの猛烈な
雨を観測したとき

わが家の防災メ モ　 台風や集中豪雨によって、ため池の水位が上昇すると
堤防を乗り越えた水の力により堤防が浸食され、決壊する
事があります。また、流木などがため池の洪水吐をふさぐ
とさらに水位が上昇し水が越流しやすくなり、決壊の危険
性が高まります。

大雨特別警報 避難指示（ 緊急）

・数十年に一度の大雨が予
想されるとき
・重大な災害の起こるおそれ
が著しく高まっているとき

・人的被害が発生する危険
性が非常に高いと判断され
た状況

大地震のと き

建物や高台などに避難

・大雨により土砂災害が発生
する危険度が高まったとき

・通常の避難行動ができる者
が避難行動を開始する段階
であり、人的被害が発生する
可能性が明らかに高まった
状況

   避難するときの荷物は必要
最低限とし、食料・救急セット
など事前準備をして
備えましょう。

  避難所に避難することが困難
な場合は、建物の二階以上や
高台へ避難
しましょう。

ため池の決壊はこ んなと き

記録的短時間大雨情報

注意事項 大雨・ 洪水警報
　避難は二人以上で
行動し、みんなで協力
して避難しましょう。

・大雨により重大な災害が起
こるおそれのあるとき
・河川の増水で重大な災害
が起こるおそれがあるとき 危

険
度

土砂災害警戒情報 避難勧告 非常持ち出し品の準備を

佐 久 市 た め 池 ハ ザ ー ド マ ッ プ

ため池ハザード マッ プと は 避難に関する情報 避難時の心得

　 このハザードマップは、大雨や地震等の
災害により、ため池が決壊した場合の浸水
区域を想定し、避難対策等の情報を記載す
ることで、住民の皆様に日頃の防災意識を
高めていただき、災害が発生した場合に安
全な避難を行うこと、また被害の低減を図
ることを目的として作成したものです。

気象情報 避難情報 正確な情報収集と早めの避難 動きやすい服装で

　 テレビ・ラジオ・佐久市
ホームページなどで正確
な情報を入手しましょう。
大雨や地震のときには
早めに避難しましょう。

　 避難するときは、動きやすい
服装、歩きやすい靴（運動靴）
で避難しましょう。裸足・
サンダル・長靴は
危険です。

大雨・ 洪水注意報 避難準備・
・大雨により災害が起こるお
それのあるとき
・河川の増水で災害が起こる
おそれがあるとき

高齢者等避難開始

・避難行動に時間を要する者
（要配慮者等）が避難行動を
開始しなければならない状況
・人的被害が発生する可能
性が高まった状況

二人以上での避難 車はなるべく使わない

　車やバイクでの避難は流され
たり浸水して動けなくなる
危険があるので
やめましょう。

　 地図に示した浸水区域は、満水時に決壊した場合の想
定浸水区域を表示したものです。災害の種類（豪雨や大
地震）や被災状況によっては想定浸水区域以外でも浸水
が起こる可能性がありますので、日頃から災害時の対応
に心がけましょう。
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